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くすりのなまえ　
第２６回　メジャートランキライザー
　メジャートランキライザーは、“抗精神病薬”とも言われるくすりの種類です。メジャーがあるからには、反対の意味のマイナーなものもあり、マイナートランキライザーは、抗不安薬です。メジャーとマイナーは中枢神経に対する作用の強さが違い、メジャートランキライザーは中枢神経への作用が強く、統合失調症の幻覚や妄想を抑えることができます。どのくすりにも言えることですが、くすりの効果と副作用は裏表の関係にあることが多く、作用が強いくすりの副作用には重大な副作用が潜んでいます。メジャートランキライザーでの代表的な副作用は、錐体外路症状と悪性症候群です。
錐体外路症状はメジャートランキライザーで高頻度にみられる副作用で、薬剤性パーキンソンニズムとも呼ばれ、パーキンソン病と同じような症状が出る副作用です。錐体外路症状が現れると、動作が遅くなった、声が小さくなった、表情が少なくなった、歩き方がふらふらする、小刻み歩行、手の震え、一歩目が出ないなどと訴えることが多いようです。次に、悪性症候群ですが、発熱・発汗、神経症状、血圧の急激な変動など自律神経系の急激な変動が複数認められる重篤な副作用です。悪性症候群があまり知られていないころは死亡率も高かったようです。悪性症候群のほとんどは、メジャートランキライザーなどの原因医薬品の投与開始、減量、あるいは中止をきっかけとして起こります。初期症状として、原因不明の高熱、汗をかく、ぼやっとする、手足が震える、身体のこわばり、話しづらい、よだれがでる、飲み込みにくい、頻脈、呼吸数の増加、血圧上昇などの症状が複数見られます。
メジャートランキライザーの中でも、比較的新しく出たものは上記の副作用が起こりづらいと言われています。今月は古くからある物について当院に採用されている物を見ていきましょう。

コントミン：コンコンと眠る、TOMIN→ヨシトミ（製薬会社）のアミンより
ノバミン：nova（新）＋amine（語尾調整）より

ピーゼットシー：一般名Perphenazineより

ヒルナミン：Hirn（脳）＋Amine、Hibernate（冬眠させる）＋Amine
セレネース：Serene（静かな、穏やかな）＋ace（優秀な）で、すぐれた鎮静、静穏化剤の意味を持つ

ハロマンス：haloperidol（一般名）＋monthly（１ヶ月毎）に投与する製剤

ドグマチール：特になし
ノバミンは麻薬による嘔気・嘔吐を抑える作用もあるため、麻薬を使用している患者にもよく処方されます。また、コントミンは吃逆（しゃっくり）への効果もあります。しかし、それぞれメジャートランキライザーであることには変わりがないので、副作用の発現については十分注意する必要があるでしょう。

以上の古いメジャートランキライザーは“定型”抗精神病薬ともいわれます。それに対して、比較的新しいメジャートランキライザーは“非定型”抗精神病薬といわれます。次回は非定型抗精神病薬についてです。
薬剤師　樋口 昇大　
コーヒーブレイク














